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日立製作所企業行動基準

一基本理念-
(抜粋)

積極的な社会貢献活動を通じ,良識ある市民と

して真に豊かな社会の実現に尽力する｡

肢体不自由
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患者が長女に電子メールを送っている状況と使用機器

魂義盛
患者の長女が

住んでいるタイ

意志伝達装置｢伝の心(でんのしん)+

｢手話アニメーションソフト"Mimehand(マイムハンド)”+

障害者･高齢者の

コミュニケーションに

関する専任部署

日立製作所

情朝機器アクセシビリテイ

事業推進室

視覚障害

腎

グループウエア｢Groupmax電子メール+

コミュニケーション機器･

ソフトウェアに関する代
表的なバリアフリー製品

日立製作所は,独自に定め

た企業行動基準にのっとり,

コミュニケーションでのバリ

アフリー化に積極的に取り組

んでいる｡

コミュニケーションでのバリアは,パソコンなどの情報機器を活用することによって解決できることが多い｡日立製作所は,

通商産業省が1990年に公表した｢情報処理機器アクセシビリティ指針+を契機として,障害者や高齢者のコミュニケーションを

支援するソフトウエアや情報機器の開発に,専任部署を設けて本格的に取り組んできた｡

これらの開発成果には,(1)重度肢体不自由者用の意志伝達装置｢伝の心(でんのしん)+､(2)聴覚障害者用の｢手話アニメ

ーションソフト"Mimehand(マイムハンド)”+.(3)健常者も視覚障害者も利用できる｢Groupmax(グループマックス)電子メー

ル+などがある｡｢伝の心+を使うと,手足が動かず,話すこともできない人が文章を書いたり,身の回りの機器の操作やインタ

ーネットの利用ができる｡"Mimehand”では,伝えたい情幸削こ対応する手話単語列を入力することにより,手話アニメーショ

ンを自動的に生成する｡｢Groupmax電子メール+では,企業用の電子メールソフトウエアに標準機能として組み込んである音声

読み上げ機能により,視覚障害者の業務を支援する｡

さらに,日立製作所は,近い将来の製品化をめざして,重度肢体不自由者による市販アプリケーションソフトウエアの利用

や,自分の意志で動かせる身体部位がまったくなくなった重度障害者の｢イエス･ノーの意志+の検札 文章から手話アニメー

ションを自動生成する技術などの開発に積極的に取り組んでいる｡

はじめに

人生も後半に入ると,穏やかで健康な牛捕を送りたい

と願う人は多いと思われる｡このためには周囲の人と円

滑にコミュニケーションを図ることが重要であるが,と

りわけ,40代,50代で突然,進行件の神経難痛にかか
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F),千比が動かず,話すこともできなくなった人には,

コミュニケーションを凶れるかどうかがこれからの人生

を送るうえでの問題となる｡この神経難病では,頭の働

きは正常であることから,意志伝達装置を用いれば,臼

分の考えを文章などで伝えることができる｡ところで,

この難病患者が選挙の投票をしたいと思ったとき,病床
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からの投票が認められるだろうか｡現行の公職選挙法で

は,歩行などが困難で投票所に行けない場合は,自筆に

よる郵便投票を認めている｡しかし,自分で候補者名が

書けない難病患者には,郵便投票は認められない｡この

ため,2000年1月14日に,3人の難病患者が｢郵便投票の

代筆が認められず選挙権を行使できないのは違憲+と,

凶を相手に裁判を起こした｡

このようなコミュニケーション上のバリアを解決する

ためには,パソコンなどの情報機器は重要なツールとな

る｡上述の選挙制度上のバリアも,本人であることの認

証技術やインターネットによる候補者名の送信など情報

機器の活用により,やがては病床からの投票も認められ

るような解決を見ることになるかもしれない｡わが国で

は,障害や高齢者が情報機器を使えるように,通商産業

省が1990年に｢情報処理機器アクセシビリティ指針+を初

めて公表した｡2000年中には,情報技術の進歩に伴って

改定された｢障害者･高齢者等情報処理機器アクセシビ

リティ指針+が官報にili示される予定である｡

日立製作所は,1990年の通商産業省の指針を契機とし

て,この分野に取り組み始めた｡1992年には専任部署で

ある｢情報機器アクセシビリティ推進室+を設立し,障害

者･高齢者用の情報機器やソフトウェアの開発に本格的

に取り組んできた｡

ここでは,これらの開発成果のうち,(1)肢体不自由

者用の意志伝達装置｢伝の心(でんのしん)+,(2)聴覚障

害者用の｢手話アニメーションソフト"Mimehand(マイム

ハンド)”+,(3)健常者も視覚障害も使える電子メール

読み上げソフトウェア｢Groupmax(グループマックス)電

子メール+,および試作･研究中のシステム･機器につ

いて述べる｡

｢
テレビ

家庭用ゲーム機

㌃こ貰‥

接点出力ユニット

｢伝の心+

学習リモコン

タッチセンサ

身体のわずかな動きによる

意志伝達技術｢伝の心+

2.1｢伝の心+の開発経緯

日立製作所の社員が進行性の神経難病"ALS〔Amyo-

trophic LateralSclerosis:筋萎(い)縮性側索硬化症〕''

にかかったことがきっかけとなり,1994年から,北里大

学東病院と共同で意志伝達装置の研究開発を始め,財団

法人テクノエイド協会の助成金により,1996年3月に試

作装置を開発した｡この試作装置に対するH本ALS協会

などの意見を基に改良を重ね,1997年12月に,日立京葉

エンジニアリング株式会社が,｢伝の心+を製品として発

売した｡1999年12月には機能強化版を出荷し,患者が口

常生活を楽しめるように,｢伝の心+で操作できる機器の

種類を増やし,本を読んだり,テレビゲームで遊べるよ

うにした｡2000年3月末時点の累計出荷台数は,約500台

である｡

2.2｢伝の心+の基本操作

意志伝達装置は,患者がわずかに動く身体の部位で押

すためのキーボード代りのスイッチと,一つのスイッチ

で動作する専用ワープロソフトウェアなどを搭載した,

パソコンシステムである(以下,スイッチには,体のわず

かな動きを検知するセンサを含む)｡

操作原理は,カーソルが自動的にメニューや文字盤な

どの_Lを動くので,望みの項目(メニューの項口や文字

盤の文字など)にカーソルが移動したときにスイッチを抑

すというものである｡メインメニューで｢文書作成+や｢機

器操作+などが表示されており,例えば｢機器操作+にカー

ソルが移動したときにスイッチを押すと,｢テレビ+,｢ペ

ージめくり機+,｢ゲーム機+などの機器名が新たに表示

ラジカセ
エアコン

｢

リモコン

ビデオカメラ ページめくり機

萱′:｢
∴滋㌣

観賞魚用リモコン給餌(じ)器

図1｢伝の心+で操作で
きるさまざまな機器

わずかでも動く体の部位

があれば,人の静電気を感

知するタッチセンサを用い

ることにより,｢伝の心+

に接続したリモコンから,ペ

ージめくり機や家庭用ゲー
ム機が操作できる｡患者の

QOL(QualityofLife:生活

の質)の向上に有効である｡
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される｡カーソルが今度は機器名の上を自動移動するの

で,例えば｢ページめくり機+でスイッチを押すと,新た

に｢左ページめくり+や｢右ページめくり+などが表示され

る｡さらに,｢左ページめくり+でスイッチを押すと,｢伝

の心+に接続されたリモコンから赤外線信号が送られ,

ページめくり機｢り-だぶる+(ダブル技研株式会社製)に

セットされた本の左ページが機械的にめくられる｡

｢伝の心+で操作できる機器を図1に示す｡

2.3 インターネット機能

｢伝の心+で作成した文書の電子メール送信や,ホーム

ページの閲覧などのインターネット機能を,平成10年度

の補正予算事業｢高齢者･障害者支援型情報システム事

業+の中で試作した｡インターネットの操作画面を図2に

示す｡

試用を依頼したユーザー(患者)からは,タイにいる長

女にメールを突然送ってびっくりされたり,返事をもら

ったときには｢世界って身近にあるんだ｡+と心の中で叫

んだとのエピソードがメールで送られてきた｡別のユー

ザーからは,｢体が動かず,声もでない者に意志伝達装

置は必需品ですね｡独りでいることが小安でしたが,今

では独りの時間が欲しいくらいです｡(中略)私は最初は

選択された操作アイコン

貞
メール開封 メーノレ

操作画面例

ト_ヤア魯ぷ三ノ誌竺諒悪名汝悪袖ノ蕊凰垂姐_____________二重亘二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二++二二
■. 将棋サ仙ウル扱【㌍】紐への記市投稿のお願い

蔑臓 鋲ヂ

;●
シー

;●

開封されたメール本文の例

遠由､三､基､∴三島妄∫…≦､急く､jメ鳥壷′;_議了
題名:将棋の上達はいかがですか?
宛先:くt-r｡-h仙氾hi蝕i… 〉

C c:

送居着:i血i･由一bi18`=hi--一

送債日時:2000ノ8ト2812:00
こんにちは｡その後､将棋の上達はいかがですか?

先日はお誘いいただき､有り軌うございました｡
さっそくですが､来週の水曜日の夜でしたら空いております｡

ぜひ､おじやまして前回のお返しをさせていただきたく､
思つておりますが､ご都合はいかがでしようか?

奥様にもぜひよろしくお伝え下さい｡

では｡
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欒

『伝の心』を軽視していました｡今の私は幸せ者です｡

『伝の心』が無いと,生きる意欲がなくなっていたでしょ

う｡+という電子メールが送られてきた｡このように,ユ

ーザーの世界を広げるインターネットの機能を2000年8

月から,標準として組み込む計画である｡

単語列の入力による手話アニメーション

生成技術"Mimehand”

3.1開発の背景

現在,情報提供サービスのほとんどは文字や音声が中

心である｡文字よりも手話のほうが理解しやすい聴覚障

害者には,音声や文字,手話(動画像)で情報を提供する

ことが望ましい｡このため,作成や修止が容易な｢手話

アニメーションソフト``Mimehand''+を1998年10月に製品

化した｡

3.2 システムの特徴

Mimehandでは,Windows95馴〕かWindows98を使っ

たパソコンに伝えたい文章に対応する手話単語列を入力

※1)Windowsは,米国およびその他の国における米国

MicrosoftCorp.登録商標である｡

ホームページ

閲覧画面例
iヨ■ll■l亡

怒 ミヨ 塵i 彗 潜 ′∨ナシ
き1ッウタブ 東プ 1嘗上 1慧了 白l!扮 績Ij適し

,⑳′′く
′ mニi

血

‾/二;ここ丁:‥::ミニご■‾∴:iよ､二1ご∴…ニ触

乙勤

ぎ鎚∨∈57む!三S

RECRiJ汀≠PjG!烈r〇R㌔1見てミロ㌢J

空頭重工聖二⊥表意云.遥遠塁翌

垂空白′戸皇≡聖聖二__+打 榔1一部､
図2｢伝の心+によるイ

ンターネット利用

画面の上部に表示された

操作アイコンの上をカーソ

ルが自動的に移動するの

で,カーソルが望みの操作

アイコンの位置に移動した

ときにスイッチを押すこと

により,メールの送受信やホ

ームページの閲覧ができる｡
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｢手車示､串

Ⅰ轟む叫｡喰,卜べ〉空母J､.1畏Lふ書丘鵜川【｢芯ご

図3 Mimehandの画面例

｢花+,｢見+,｢いっしょ+,｢行こう+を入力すると,｢花見にい

っしょに行こう+という手話のアニメーションが自動生成される｡
モデルの表情などの編集や,上下左右さまざまな方向からのアニ

メーションによる表示ができる｡

すると,三次元の手話アニメーションが自動牛成される｡

Mimehandの画向を図3にホす｡画面左側は,アニメー

ションモデルによる手話表示部と表示操作部から成る｡

画面イ__J上は手話単語列の入力部,両向右下は手話をする

モデルの顔の表情,U形などの編集部である｡主な特徴

は以下のとおりである｡

(1)三次元アニメーションであるため,上‾‾F,左右さま

ざまな方向から手前アニメーションの表示が可能である｡

(2)手話アニメーションを動脚データフォーマットへ変

換することにより,電子メールへ涼付できる｡

3.3 応用事例

Mimehandは,自治体･学校や手話サークル,個人ま

で幅広く利用されている｡特に,諌早市で新しい施設が

オープンしたときの市長のあいさつ文(読_Lげると約5分

の長さ)への応用では,身体障害者適所授産施設｢ワイド

ビジョン+が,音声と文字および手話アニメーションの同

期をとってパソコン.卜で表示した｡同期をとるために,

市販のマルチメディア編集ソフトウェアを利用し,手話

アニメーションの動作が終わるまで,対応する音声と文

字表示を休止させた｡これを見た人おのおのが,自分に

適した出力情報で理解できると好評であった｡

今後,音声･文字･手話での情幸Ii提供が一一般的になる

ことが期待できる｡

音声ガイドによる電子メールの

利用技術｢Groupmax電子メール+

企業が業務の効率化を支援するために使うことが多い

｢グループウエア+である日立製作所の"Groupmax

Enterprise Version5”には,(1)電子メールー掲示板,

(2)ワークフロー,(3)文書管理,(4)スケジュール,

および(5)施設予約機能がある｡企業内で働く視覚障

害者を支援するために,1999年5月に発表した同製品か

ら,｢電子メールの音声読み上げ+を標準機能に加えた()

これは,わが国で販売されるグループウエアの電子メー

ルとして初の試みである｡この開発では,市販の視覚障

害者用スクリーンリーグ"95Reader”嶺2-と組み合わせるこ

とにより,操作に必要な画面の文字を音声で読み上げる

ように,Grnupmaxのプログラムを改良した()

音声読み卜げによる操作例として,受信したメールを

読み上げる方法について以■卜に述べる｡

受イFiしたメールは,着信口時の新しい順に一覧形式で

行単位に表示される(図4参照)｡スペースキーを押すと,

現在フォーカスされているメールについて,既読か未読

か,返信要求の有撫,優先度(普通か至急),主題,発信

者,到着日暗が読み上げられる｡``Enter”キーを押すと,

選択されているメールが開封される｡ここで,"Ctrl”キ

ー＋Aキー(本文全範囲の指定),``Ctrl''キー＋Cキー(読

み上げエリアヘのコピー)を押すと,メール本文が読み上

げられる｡〕

｢Groupmax電子メール+については,今後,企業内で

※2)▲`95Reader”は,日本障害者雇用促進協会障害者職業

総合センターが開発し,株式会社システムソリューション

センターとちぎが販売している製品である｡

ファイ臓慈鮎さ 義和 夕叫&野､射場 毛糸¥臓 エやも沸砂場フ他)

状態

既売

既売

既売

既売

退稽要求慮

曹通

主潜 寛ぎ童者 嬰屠日時

99/06/0514:30

高層℃■弓じ簑す■Rぷ磁石1即七誠一与即鶴78年`†9瀞‥‖

普通 Re‥パソコン歴の引用

普通 bAfuku:抑DO4]Re心Asei三

普通[oAfuku抑は3〕こ篭見下

普通 F鞘こ第二回特別セミナ

普通[親展GmるXノ触b■壬e環境

【an∂k¢.Hi七る¢99/06/04ほ35

〔ンT暑r0.=it88h-99畑6畑41了朋

T∂r8.Hi七匂eh 99相打041フ:23

粘nきko､Hit8¢99/06畑41糾9

an∂k0.=i七劫つぎ99畑6/卵16:46

図4 ｢受信メール一覧+画面

スペースキーを押すと,フォーカスされたメールの主題や発信

者などの情報が読み上げられる｡
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の使用実績を積み上げるとともに,電丁メール以外にも

読み上げ範囲を山デていく｡特に,就職後に視覚に障害

を来した障害者の場合などは,同じ職場にとどまりたい

という希望が強く,このような希望をかなえる情報環境

の構築を支援していく考えである｡

今後の取組み

上記バリアフリー製品への日立製作所の今後の取組み

について以下に述べる｡

(1)ALSの症状が進行すると,自分の意志で動かせる身

体部位がまったくなくなる｡このような患者の脳血流を

測定したところ,暗算や手を握るイメージにより,脳血

流が増えることが確認できた｡そのため,近赤外線を使

って計測した脳血流変化を利用し,患者のイエス･ノー

の意志を検知できる｢脳血流スイッチ+を検討中である｡

(2)市販のアプリケーションソフトウェアの使用を望む

｢仁さの心+のユーザーのためには,キーボードとマウス操

作アイコンをハンドヘルドパソコンに表示した後,キー

ヤマウス操作アイコンを一つのスイッチで選択し,市販

のアプリケーションソフトウェアを搭載したパソコンに

この選択結果を送る装置を試作した｡これをさらに使い

やすいものにして,実用化に結び付ける考えである｡

(3)Mimehandでは,日本語の文章を,人が手話単語列

に翻訳して入力する必要がある｡これを改弄するために,

日本語の文章を直接入力して手話アニメーションを自動

生成する研究も進めている｡また,特殊なグローブを着

用して,手話の内容を理解できるようにする研究も進め

ている(新情報処理開発機構のリアル･ワールド･コン

ピューティングプロジェクトの委託研究)｡将来は,こ

れらの研究を,口本譜の文章と手話の相キ翻訳が吋能な

｢手話通訳システム+に結び付けていく｡

おわりに

ここでは,コミュニケーションに関する,日立製作所

の代表的なバリアフリー製品について述べた｡
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現在,個人利用が多いこれらの製品を,将来は,寝た

きりの人の選挙ツールなどのように,社会インフラスト

ラクチャーとして利用できるようにするなど,今後も,

社内で定めた企業行動基準にのっとり,コミュニケーショ

ン分野でのバリアフリー化に貢献していく｡さらに,こ

のような技術を健常者にも広げて,だれもがバリアフリ

ー技術の恩恵を受けられるように努力していく考えである｡
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